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―UIFA JAPON 設立 30周年記念事業―

コレクション展
会期：2024年7月1日㈪～6日㈯  11:00～ 19:00
会場：（一社）日本建築学会　建築会館ギャラリー
　　　　港区芝 5丁目 26番 20号　電話 03-3456-2051

建築関連の仕事に携わる女性たちから、一人一点ずつ
「仕事上の大切なきっかけとなったアートワーク」を集めて展示します

主催：UIFA JAPON（Union International de Femmes l' Architectes Japon国際女性建築家会議 日本支部）

共催：IAWA（International Archive of Women in Architecture国際女性建築家アーカイブ）

後援：（一社）日本建築学会　（公社）日本建築士会連合会　（公社）日本建築家協会　
 （一社）東京建築士会　（一社）日本建築士事務所協会連合会　
 （一社）東京都建築士事務所協会　（NPO）日本都市計画家協会

＊ここに掲載しているものは、すでに IAWAが収蔵しているコレクションで、今回展示するものではありません

鈴木貴美子（淑子）
「空を見る家／ AB邸」

JOANNA SCHMICKEL「SHENANDOAH VALLEY CABIN」

松川淳子
「高齢社会を
元気に生きるための 4つの努力」

「空を見る家」　

小学生のころから「女の絵描きさん」になりたいと思っ
ていました。しかし女学生になったころには、第二次
世界大戦の真っ最中で、工場動員、戦災、疎開、疎開
先での戦災という日々を過ごしました。なんとしても勉
強したいと思い、岡山の家から受験のために上京し、
日本女子大学に入学、「生活と芸術を一体として考える」
という趣旨に希望を持って、住居学専攻 1回生として
卒業を迎えました。
　戦後不況で設計事務所の採用はなく、大学の研究生
としてわずかながら設計に参加することができました
が、出版社に誘われ、やがて結婚しました。
　結婚後は、大家族の中での「嫁」の役割を担いなが
ら深夜まで働き、夫の両親の看護のために自宅で事務
所を開設、住宅を中心に幼稚園や医院の設計に打ち
込み、ここで後輩たちも育てることができました。

鈴木貴美子

この説明は、2013年 3月に発行された『未来へ―女性建築
家のパイオニアたちの肖像　巡回展覧会の記録』に収録され
た鈴木貴美子の紹介文から作成した
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